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市
民
病
院
で
は
、
生
活
習
慣
病
教

室
を
毎
月
１
回
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
　
12
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
11
時
〜

▽
場
所
　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

　
ロ
ー
ム
に
つ
い
て

▽
定
員
　
30
人
（
病
院
食
付
き
は
24
人
）

▽
参
加
費
　
５
０
０
円
（
食
事
付
き
）

　
　
　
　
　
１
０
０
円
（
食
事
な
し
）

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
瀬
戸
内
市
民
病
院

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
２
３
４

▽
日
時
　
12
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所
　
あ
じ
さ
い
の
お
か
牛
窓

▽
内
容
　「
認
知
症
の
理
解
に
つ
い
て
」

▽
講
師
　
森
繁
樹
さ
ん
（
社
会
福
祉

　
法
人
旭
川
荘
結
び
の
社
所
長
）

▽
参
加
費
　
無
料
（
事
前
連
絡
不
要
）

※
介
護
・
健
康
用
品
の
展
示
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

　
　
０
８
６
９
―

３
４
―

６
３
６
６

　
も
う
す
ぐ
、
ク
リ
ス
マ
ス
！
　
今

年
も
、
瀬
戸
内
市
青
年
団
主
催
の

「
サ
ン
タ
de
フ
ェ
ス
タ
」
で
一
足
先

に
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
当
日
は
、
寒
風
焼
の
鈴
作
り
を
は

じ
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
や

ケ
ー
キ
作
り
な
ど
手
作
り
コ
ー
ナ
ー

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
青
年
団
員
に
よ

る
ス
テ
キ
な
演
奏
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
迷
路
、
人
形
劇
、
お
は
な

　
し
会
、
せ
ん
べ
い
お
絵
か
き
体
験

　
な
ど

▽
参
加
費
　
１
０
０
円
（
材
料
代
が

　
別
途
必
要
な
コ
ー
ナ
ー
あ
り
）

※
コ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
は
、
定
員
（
先

　
着
順
）
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
市
青
年
団
事
務
局

　（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　
　
０
８
６
９
―

３
４
―

５
６
０
１

　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る

映
画
の
上
映
会
が
、
瀬
戸
内
市
視
聴

覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
主
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
す
。

 

友
達
同
士
や
家
族
連
れ
で
、
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
12
月
13
日
（
日
）

　
①
午
前
10
時
〜
11
時
50
分

　
②
午
後
零
時
20
〜
50
分

　
③
午
後
２
時
10
〜
40
分

▽
場
所
　
市
中
央
公
民
館

▽
上
映
作
品
　

　
①
「
魔
女
の
宅
急
便
」

　
②
「
ム
ー
ミ
ン
」

　
③
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」

▽
参
加
費
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
務
局  

　（
瀬
戸
内
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

２
０
０
９

　
こ
の
制
度
は
、「
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
基
づ
き
、

建
設
現
場
で
働
く
人
の
福
祉
の
増
進

と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
国
が

つ
く
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
加
入
で
き
る
事
業
主
は
、
建
設
業

を
営
む
人
で
、
対
象
と
な
る
労
働
者

は
、
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人
で
す
。

掛
け
金
は
、
日
額
３
１
０
円
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
建
退
共
岡
山
県

支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
建
退
共
岡
山
県
支
部

　（
岡
山
建
設
会
館
内
）

　
　
０
８
６
―

２
２
５
―

４
１
３
３

　
岡
山
県
警
察
本
部
で
は
、「
高
齢

者
運
転
免
許
自
主
返
納
事
業
」
の
開

始
に
伴
い
、
こ
の
支
援
事
業
に
賛
同

し
て
も
ら
え
る
協
賛
店
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
し
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

申
請
に
よ
り
、
岡
山
県
警
察
本
部
が

「
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
、

高
齢
者
交
通
安
全
支
援
協
賛
店
が
、

カ
ー
ド
を
提
示
し
た
高
齢
者
に
対
し

て
、
商
品
の
割
引
な
ど
の
特
典
（
サ

ー
ビ
ス
）
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。

　
岡
山
県
警
察
本
部
と
協
賛
店
が
協

働
し
て
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
高
齢
者
の
生
活
支
援
を
行
い
、

合
わ
せ
て
高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
へ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　
　
０
８
６
―

２
３
４
―

０
１
１
０

　
瀬
戸
内
警
察
署
交
通
課

　
　
０
８
６
９
―

３
４
―

６
１
１
０

生
活
習
慣
病
教
室

サ
ン
タ
de
フ
ェ
ス
タ

ク
リ
ス
マ
ス
映
画
館

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

あ
じ
さ
い
講
座

お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド

　
　
協
賛
店
の
募
集
！

くらしの情報

高齢者交通安全支援協賛店の証

おかやま愛カード

手作りケーキはおいしさいっぱい！

納めた国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象です！

　国民年金保険料は、所得税法および地方税

法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料

を納付した場合と同様に、社会保険料控除と

してその年の課税所得から控除され、税額が

軽減されます。控除の対象となるのは、平成

２１年１月～１２月に納めた保険料全額です（過

去の年度分や追納保険料なども含みます）。

　また、自分の保険料だけでなく、配偶者や

家族（大学生の子どもなど）の負担すべき国

民年金保険料を支払っている場合、その保険

料も合わせて控除が受けられます。

　なお、平成２１年中に納付した国民年金保険

料について、社会保険料控除を受けるために

は年末調整や確定申告を行うときに、領収証

書など保険料を支払ったことを証明する書類

の添付が必要となります。

　国民年金保険料を納付された人には、社会

保険庁から『社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書』を送付していますので、申告書

の提出の際には必ず添付してください。

　税法上とても有利な国民年金は、老後はも

ちろん不慮の事故など万一のときにも心強い

味方です。そのためにも保険料は忘れないよ

うキチンと納めましょう。

■問い合わせ先

　控除証明書専用ダイヤル

　　０５７０ー０７０ー１１７

　ＩＰ電話・ＰＨＳからは　　０３ー６７００ー１１３０

　（受付時間は平日午前８時３０分～午後５時）
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